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大学生国際問題討論会 2010 

  

去
る
二
〇
一
〇
年
九
月
二
六

日
（
日
）
、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル
（
東
京
都
文
京
区
）
に
て
開

催
さ
れ
た
外
務
省
主
催
「
大
学

生
国
際
問
題
討
論
会
二
〇
一

〇
」
に
本
大
学
院
一
回
生
の
久

後
翔
太
朗
君
と
田
中
英
徳
君

（
本
誌
編
集
委
員
）
が
「
楠
葉

会
チ
ー
ム
」
と
し
て
出
場
し
、

見
事
外
務
大
臣
賞
の
栄
冠
を
勝

ち
取
っ
た
。 

こ
の
討
論
会
は
、
日
本
の
将

来
を
担
う
大
学
生
・
大
学
院
生

が
、
我
が
国
の
外
交
政
策
や
国

際
情
勢
に
対
す
る
関
心
や
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社

会
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く

際
に
必
要
な
デ
ィ
ベ
ー
ト
能
力

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
、
外
務

省
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
。 

本
年
度
は
、
「
日
本
政
府
は
、

す
べ
て
の
主
要
国
に
よ
る
、
公

平
か
つ
実
効
性
の
あ
る
国
際
的

な
枠
組
み
の
構
築
と
意
欲
的
な

目
標
の
合
意
が
得
ら
れ
な
く
て

も
、
二
〇
二
〇
年
に
一
九
九
○

一
九

年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
二
五
％
削
減
に
向
け
た
措
置
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
論
題
が
提
示
さ
れ
、
高

村
ゆ
か
り
龍
谷
大
学
法
学
部
教
授
な
ど
三
名
が
審
査
委

員
を
つ
と
め
た
。
全
国
の
大
学
か
ら
二
〇
チ
ー
ム
の
参

加
登
録
が
あ
り
、
肯
定
側
で
の
立
論
書
に
よ
る
書
類
選

考
の
結
果
、
本
大
学
院
「
楠
葉
会
チ
ー
ム
」
の
他
、「
早

稲
田
大
学
国
際
関
係
論
河
野
ゼ
ミ
チ
ー
ム
」
、
「
立
教
大

学
佐
々
木
ゼ
ミ
チ
ー
ム
」
、「
神
戸
大
学
チ
ー
ム
」
の
四

チ
ー
ム
が
討
論
会
本
戦
へ
の
出
場
権
を
得
た
。
な
お
、

楠
葉
会
チ
ー
ム
の
肯
定
側
立
論
書
作
成
に
は
、
本
大
学

院
一
回
生
の
竹
中
良
企
君
も
参
加
し
、
本
戦
出
場
に
貢

献
し
た
。 

 

討
論
会
本
戦
は
、
ま
ず
準
決
勝
二
試
合
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
勝
利
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に
臨
ん
だ
。
本
戦

で
は
、
選
ば
れ
し
精
鋭
た
ち
に
よ
る
白
熱
し
た
デ
ィ
ベ

ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

 

楠
葉
会
チ
ー
ム
は
、
準
決
勝
第
二
試
合
で
、
神
戸
大

学
チ
ー
ム
と
対
戦
し
た
。
試
合
前
の
コ
イ
ン
・
ト
ス
に

勝
っ
た
楠
葉
会
チ
ー
ム
は
、
論
題
に
対
す
る
肯
定
側
を

選
択
。
論
題
の
実
現
に
は
、
原
子
力
発
電
へ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
構
造
の
大
転
換
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
の
大
転
換
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
や
世
界
に
お
け
る
大
き
な
市
場
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス

を
も
た
ら
し
、
低
迷
す
る
日
本
経
済
の
発
展
に
つ
な
が

る
と
の
論
陣
を
張
っ
た
。
現
在
の
火
力
発
電
に
よ
る
電

力
を
賄
う
た
め
に
は
ど
れ
く
ら
い
の
原
子
力
発
電
所
の

新
設
が
必
要
か
と
い
う
こ
と
を
緻
密
な
計
算
で
算
出
し
、

二
〇
二
〇
年
ま
で
の
具
体
的
な
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
提
示

す
る
と
い
う
、
具
体
性
の
あ
る
精
緻
な
議
論
を
展
開
し

た
。
一
方
、
神
戸
大
学
チ
ー
ム
は
防
戦
に
終
始
し
、
楠

葉
会
チ
ー
ム
が
優
勢
に
議
論
を
進
め
た
。
結
果
、
楠
葉

会
チ
ー
ム
が
勝
利
し
、
決
勝
戦
に
駒
を
進
め
た
。 

 

決
勝
戦
は
、
準
決
勝
第
一
試
合
で
早
稲
田
大
学
国
際

関
係
論
河
野
ゼ
ミ
チ
ー
ム
を
破
っ
た
立
教
大
学
佐
々
木

ゼ
ミ
チ
ー
ム
と
の
頂
上
対
決
と
な
っ
た
。
ま
た
も
や
、

試
合
前
の
コ
イ
ン
・
ト
ス
に
勝
っ
た
楠
葉
会
チ
ー
ム
は
、

今
度
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
論
題
に
対
す
る
否
定
側
を
選

択
。
肯
定
側
の
立
教
大
学
佐
々
木
ゼ
ミ
チ
ー
ム
は
、
資

源
の
多
角
的
な
調
達
や
国
際
社
会
に
お
け
る
地
位
の
向

決勝戦で議論を展開する久後君（左）と田中君（右） 
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上
の
た
め
に
論
題
の
実
現
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
、
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
率
向
上
や
太
陽
光
発
電
の

普
及
を
進
め
る
べ
き
だ
と
の
主
張
を
展
開
。
そ
れ
に
対

し
、
楠
葉
会
チ
ー
ム
は
、
肯
定
側
チ
ー
ム
の
主
張
は
論

拠
が
薄
弱
で
あ
り
、
論
題
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
曖
昧
で
具
体
性
や
実
現
可
能
性
に
乏
し
い
と
鋭

く
反
論
。
論
題
の
実
現
を
目
指
せ
ば
、
国
際
社
会
で
日

本
だ
け
が
割
を
食
う
こ
と
に
な
り
、
失
敗
し
た
と
き
に

国
際
社
会
か
ら
の
信
用
を
失
う
と
い
う
高
い
リ
ス
ク
を

背
負
う
こ
と
に
も
な
る
と
肯
定
側
チ
ー
ム
に
迫
っ
た
。

審
査
委
員
も
「
甲
乙
つ
け
が
た
い
接
戦
」
と
評
す
る
激

し
い
攻
防
と
な
っ
た
が
、
最
終
的
に
は
我
が
楠
葉
会
チ

ー
ム
が
激
戦
を
制
し
た
。
優
勝
し
た
楠
葉
会
チ
ー
ム
の

二
人
に
は
、
賞
状
と
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ
た
。 

<

久
後
翔
太
朗
君
の
談
話>

 

大
学
生
国
際
問
題
討
論
会
二
〇
一
〇
を
外
務
大
臣
賞

受
賞
と
い
う
結
果
で
終
え
、
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。 

初
め
に
、
論
題
に
対
す
る
肯
定
側
の
立
論
書
提
出
が

課
題
と
し
て
与
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
田
中
君
も
私
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
外
交
に
つ
い
て
は
専
門
外
で
し
た
の

で
、
当
初
は
大
き
な
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

本
大
学
院
で
の
授
業
で
習
得
し
た
政
策
の
企
画
・
立
案

の
技
術
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
膨
大
な
情
報
の
中
か

ら
必
要
な
情
報
を
精
査
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
、

実
現
可
能
性
及
び
実
効
性
と
い
う
観
点
か
ら
最
良
の
政

策
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

次
に
、
討
論
で
戦
う
相
手
の
主
張
に
対
す
る
反
論
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
相

手
が
主
張
し
う
る
政
策
を
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
か

ら
推
測
し
、
そ
れ
ら
を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
と
租
税
政

策
系
に
分
け
、
分
担
す
る
こ
と
で
効
率
よ
く
幅
広
い
分

野
に
つ
い
て
、
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
討
論
会
本
戦
で
は
、
相
手
の
主
張
に
対
し

て
適
切
に
反
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

本
大
学
院
に
お
い
て
習
得
し
た
技
術
を
存
分
に
発
揮

で
き
た
こ
と
、
及
び
努
力
が
外
務
大
臣
賞
と
い
う
結
果

と
し
て
報
わ
れ
た
こ
と
に
非
常
に
満
足
し
て
い
ま
す
。 

 

<

田
中
英
徳
君
の
談
話>

 

大
学
院
の
先
輩
か
ら
の
告
知
の
メ
ー
ル
が
大
学
生
国

際
問
題
討
論
会
二
〇
一
〇
を
知
る
き
っ
か
け
で
し
た
。

大
学
院
に
進
学
し
た
の
だ
か
ら
、
講
義
を
こ
な
し
淡
々

と
単
位
を
取
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に
課
外
活

動
に
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
よ

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
国
際
問
題
に
興
味

が
あ
る
久
後
君
と
竹
中
君
が
い
て
く
れ
た
お
か
げ
で
チ

ー
ム
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

実
際
に
、
事
前
提
出
の
立
論
書
の
準
備
で
は
、
地
球

温
暖
化
に
つ
い
て
一
か
ら
勉
強
す
る
必
要
が
あ
り
苦
労

し
ま
し
た
。
発
電
量
や
排
出
量
な
ど
な
る
べ
く
客
観
的

な
デ
ー
タ
を
使
う
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
締
切
り
前

に
は
私
の
家
で
合
宿
も
行
い
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
努
力
が
報
わ
れ
て
本
戦
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。
決
勝
で
外
務
大
臣
賞
受
賞
が
決
ま
っ
た
時
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
個
人
的
に
は
立
論
書
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
が
よ
り
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
如
何

で
決
ま
る
本
戦
と
違
い
立
論
書
の
作
成
は
政
策
立
案
そ

の
も
の
で
、
本
大
学
院
で
の
経
験
が
生
き
た
と
感
じ
ま

し
た
。
最
後
に
良
い
経
験
が
で
き
た
こ
と
に
対
し
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
に
重
ね
て
お
礼
を
言
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

久
後
君
と
田
中
君
の
外
務
大
臣
賞
受
賞
に
つ
い
て
は
、

各
方
面
か
ら
称
賛
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
京
都
大
学
総
長

賞
に
値
す
る
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。
本
大
学
院
の
歴
史

に
燦
然
と
輝
く
成
果
を
あ
げ
た
二
人
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
た
い
。（
文
責 

長
谷
川
智
史
） 

トロフィーを掲げる久後君（左）と田中君(右) 


